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選評
ISO はスイスのジュネーブに本部を置く非政府機関 International Organization for Standardization（国際標準化

機構）である。ここで制定された規格（ISO 規格）はヨーロッパを中心とした技術規格であるが、世界的に最も参照され
ているものである。申請者はゴム工業会、学術関係者、建設関係者、及びメーカー各社をリードし、免震用積層ゴムの仕様、
試験方法、及び高耐久性化について規格案をまとめた。引き続き ISO に働きかけ、上記技術規格案を 2005 年に
ISO22762 として発行にこぎつけた。日本は免震構造の技術レベルとその普及で世界をリードしている。本活動は我が
国の免震構造技術の世界的な展開と、健全な普及に大きく貢献するものである。更に、この内容とほぼ同じものを日本に
おいても JIS 化する活動を推進し、2011 年に JIS K 6410 として発行にこぎつけ、日本における免震構造の更なる普
及発展を加速するのに貢献した。以上の功績により本活動を本年度の免震構造協会賞普及賞に選定した。� （東野雅彦）
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（一社）日本ゴム工業会 ISO/TC45 国内審議員会 「免震ゴム・ゴム支承分科会」における規格開発活動概要 

ISO/TC45国内審議員会に「免震ゴム・ゴム支承分科会」設置
橋梁・建築用免震用積層ゴム支承のISO規格作成活動開始

2000年ISO国際会議で日本より規格案提出
ISOのテーマとして正式登録・日本が議長国に決定

2000

2005 ISO 22762 Elastomeric seismic-protection isolators
制定

Part-1: Test methods
Part-2: Application for bridges -Specification
Part-3: Application for buildings - Specification

6回の国際会議における検討・審議
日本・アメリカ・イギリス・中国を中心とした課題対応
規格開発のための試験（長期耐久性・限界性能）の実施

2010 ISO 22762 改正（2nd version）

2018 ISO 22762 改正（3rd version）

2017 ISO 22762 に弾性すべり支承追加作業開始

「免震ゴム・ゴム支承分科会」において
免震用積層ゴム支承のJIS化を狙った作業開始

2011 JIS K 6410 建築免震用積層ゴム支承 制定・公示
第1部︓仕様
第2部︓試験方法

2015 JIS K 6410 改正

JIS K 6410 に高機能JIS追加

2019 ISO 22762 に高機能JISを反映した規格追加作業開始

Part-5: Sliding seismic-protection isolators for buildings

Part 4: Guidance on the application of ISO 22762-3
2014 ISO 22762 にガイダンス追加

Part 6: High durability and High-performance 
Specifications and Test Methods

第3部︓高耐久・高性能の仕様及び試験法
（性能・品質の違いを見える化）

年

2001

2004

ISO開発 JIS開発

ISOに提案

国内に展開

経済産業省・国土交通省・日本建築学会・JSSI他
産官学連携して検討開始

世界各国の積層ゴム支承Φ800ｍｍの破断実験

積層ゴム支承の限界性能調査


